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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  輝度成分および色差メトリックを有するハイダイナミックレンジの知覚空間内で定義さ
れるハイダイナミックレンジの画像の少なくとも一部を符号化する方法であって、
  ローダイナミックレンジ（ＬＤＲ）画像に適用可能な符号化処理を使用して前記画像の
前記一部のセグメントを符号化し、前記符号化処理において少なくとも１つのコーディン
グパラメータを適用することと、
  前記符号化されたセグメントをハイダイナミックレンジの前記知覚空間内で再構築する
ことと、
  ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の前記符号化されたセグメントについてレー
ト歪みコストを評価することと、
  前記セグメントの前記符号化処理のための前記少なくとも１つのコーディングパラメー
タを前記評価されたレート歪みコストに基づいて調整することと、
  を含む、前記方法。
【請求項２】
  前記少なくとも１つのコーディングパラメータは、符号化される前記画像のセグメント
に前記画像を区分することを定義し、符号化される各セグメントは、ハイダイナミックレ
ンジの対応する知覚空間を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
  前記少なくとも１つのコーディングパラメータは、コーディング４分木パラメータを含
む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
  前記セグメントについて、共通の代表的な輝度成分値を、前記セグメントの対応する画
像サンプルの輝度値に基づいて得ることをさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記
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載の方法。
【請求項５】
  前記レート歪みコストを評価することは、前記共通の代表的な輝度成分値の符号化に関
連付けられたレートを評価することを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
  前記符号化処理は、ＨＥＶＣ圧縮技法による符号化処理であり、前記画像の前記少なく
とも一部の前記セグメントは、コーディングユニット、予測ユニット、または変換ユニッ
トに対応する、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
  前記セグメントを符号化する前に、前記セグメントを共通の代表的な輝度成分値に基づ
いて局所的な知覚空間内で表すことをさらに含む、請求項２～６のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項８】
  前記セグメントについて、局所的なＬＤＲ領域内の局所的な残差輝度成分を得ることで
あって、前記局所的な残差輝度成分は、元の画像の対応する輝度成分と前記セグメントの
前記共通の代表的な輝度値との差に対応する、前記得ることを含む、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
  前記セグメントについて、前記局所的な知覚空間内の少なくとも１つの対応する画像部
分を得ることであって、前記少なくとも１つの画像部分は、前記セグメントの前記共通の
代表的な輝度値に従って正規化された前記セグメントの前記局所的な残差輝度成分または
色成分に対応する、前記得ることをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
  前記レート歪みコストを評価することは、前記少なくとも１つの画像部分の符号化に関
連付けられたレートを評価することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
  前記レート歪みコストを評価することは、ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の
前記符号化されたセグメントの再構築に関連付けられた歪みを評価することを含む、請求
項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
  コーディングパラメータセットｐについてのレート歪みコストＤHDRは、以下の式に基
づいて評価され、
  ＤHDR（ＣＵ，ｐ）＋λ（ＲLDR（ＣＵ，ｐ）＋Ｒ（Ｌlf，ｐ））
上式で、
・  ＲLDR（ＣＵ，ｐ）は、残差画像部分の符号化に関連付けられたレートであり、
  Ｒ（Ｌlf，ｐ）は、共通の代表的な輝度成分値の符号化に関連付けられたレートであり
、
  ＤHDR（ＣＵ，ｐ）は、ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の前記符号化された
セグメントの再構築に関連付けられた歪みであり、
  λは、ラグランジュパラメータである、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
  局所的な前記知覚空間内で再構築された残差画像部分のサンプルと、元のテクスチャの
サンプルと、前記画像の対応するサンプルとの間で仮想ロスレスリファインメントを実施
することをさらに含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
  輝度成分および色差メトリックを有するハイダイナミックレンジの知覚空間内で定義さ
れるハイダイナミックレンジの画像の少なくとも一部を符号化する符号化デバイスであっ
て、
  ローダイナミックレンジ（ＬＤＲ）画像に適用可能な符号化処理を使用して前記画像の
前記少なくとも一部のセグメントを符号化し、前記符号化処理において少なくとも１つの
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コーディングパラメータを適用する符号化器と、
  前記符号化されたセグメントをハイダイナミックレンジの前記知覚空間内で再構築する
再構築モジュールと、
  ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の前記符号化されたセグメントについてレー
ト歪みコストを決定するレート歪みモジュールと、
  前記セグメントの前記符号化処理のための前記少なくとも１つのコーディングパラメー
タを評価された前記レート歪みコストに基づいて調整する符号化器管理モジュールと、
  を備える、前記符号化デバイス。
【請求項１５】
  輝度成分および色差メトリックを有する知覚空間内で定義されるハイダイナミックレン
ジの画像の少なくとも一部を表すビットストリームを復号する方法であって、
  前記画像を符号化するために使用される少なくとも１つのコーディングパラメータを表
すコーディングデータにアクセスすることと、
  ローダイナミックレンジ（ＬＤＲ）画像に適用可能な復号処理を使用して前記画像の前
記少なくとも一部のセグメントを、前記少なくとも１つのコーディングパラメータにそれ
ぞれ対応する少なくとも１つの復号パラメータを適用することによって復号することと、
を含み、
  前記コーディングパラメータは、ＬＤＲ画像に適用可能な符号化処理およびハイダイナ
ミックレンジの前記知覚空間内の前記セグメントの再構築によって、前記セグメントの符
号化後、前記セグメントについて評価されたレート歪みコストに基づいて事前に決定され
る、前記方法。
【請求項１６】
  輝度成分および色差メトリックを有する知覚空間内で定義されるハイダイナミックレン
ジの画像の少なくとも一部を表すビットストリームを復号する復号デバイスであって、
  前記画像を符号化するために使用される少なくとも１つのコーディングパラメータを表
すコーディングデータにアクセスするインターフェースと、
  ローダイナミックレンジ（ＬＤＲ）画像に適用可能な復号処理を使用して前記画像の前
記少なくとも一部のセグメントを、前記少なくとも１つのコーディングパラメータにそれ
ぞれ対応する少なくとも１つの復号パラメータを適用することによって復号する復号器と
、を備え、
  前記少なくとも１つのコーディングパラメータは、ＬＤＲ画像に適用可能な符号化処理
およびハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の前記セグメントの再構築によって、前
記セグメントの符号化後、前記セグメントについて評価されたレート歪みコストに基づい
て事前に決定される、前記復号デバイス。
【請求項１７】
  輝度成分および色差メトリックを有する知覚空間内で定義されるハイダイナミックレン
ジの画像の少なくとも一部を表すビットストリームと、
  前記画像を符号化するために使用される少なくとも１つのコーディングパラメータを表
すコーディングデータと、を備え、前記少なくとも１つのコーディングパラメータは、前
記画像の符号化されたセグメントについて評価されたレート歪みコストに基づいて事前に
決定され、前記符号化されたセグメントは、ローダイナミックレンジ画像に適用可能な符
号化処理によって符号化されており、ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内で再構築
されている、データストリーム。
【請求項１８】
  プログラマブル装置のためのコンピュータプログラム製品であって、前記プログラマブ
ル装置内にロードされ、前記プログラマブル装置によって実行されたとき、請求項１～１
３または１５のいずれか一項に記載の方法を実装するための命令のシーケンスを含む、前
記コンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０２３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３７】
　当業者には、例示のためだけに与えられ、添付の特許請求の範囲によってのみ決定され
る本発明の範囲を限定するものではない前述の例示的な実施形態を参照したとき、多数の
他の修正形態および変形形態が自ずと暗示されよう。特に、異なる実施形態からの異なる
特徴は、適宜交換され得る。
　上記実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限ら
れない。
（付記１）
  輝度成分および色差メトリックを有するハイダイナミックレンジの知覚空間内で定義さ
れるハイダイナミックレンジの画像の少なくとも一部を符号化する方法であって、
  ローダイナミックレンジ（ＬＤＲ）画像に適用可能な符号化処理を使用して前記画像の
前記一部のセグメントを符号化し、前記符号化処理において少なくとも１つの符号化パラ
メータを適用するステップ（Ｓ１０２；Ｓ２０２、Ｓ１０７；Ｓ２０７、Ｓ１１６；Ｓ２
１６）と、
  前記符号化されたセグメントをハイダイナミックレンジの前記知覚空間内で再構築する
ステップ（Ｓ１１８、Ｓ２２４）と、
  ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の前記符号化されたセグメントについてレー
ト歪みコストを評価するステップ（Ｓ１２０；Ｓ２２０）と、
  前記セグメントの前記符号化処理のための前記少なくとも１つの符号化パラメータを前
記評価されたレート歪みコストに基づいて調整するステップ（Ｓ１２２；Ｓ２２２）と、
  を含む、前記方法。
（付記２）
  前記少なくとも１つの符号化パラメータは、符号化される前記画像のセグメントに前記
画像を区分することを定義し、符号化される各セグメントは、ＨＤＲの対応する知覚空間
を有する、付記１に記載の方法。
（付記３）
  前記少なくとも１つの符号化パラメータは、コード化４分木パラメータを含む、付記２
に記載の方法。
（付記４）
  前記セグメントについて、共通の代表的な輝度成分値を、前記セグメントの対応する画
像サンプルの輝度値に基づいて得るステップ（Ｓ１０３、Ｓ２０３）をさらに含む、付記
１～３のいずれか一項に記載の方法。
（付記５）
  前記レート歪みコストを評価するステップ（Ｓ１２０）は、前記共通の代表的な輝度成
分値の符号化に関連付けられたレートを評価するステップを含む、付記４に記載の方法。
（付記６）
  前記符号化処理は、ＨＥＶＣ圧縮技法による符号化処理であり、前記画像の前記少なく
とも一部の前記セグメントは、コード化ユニット、予測ユニット、または変換ユニットに
対応する、付記１～５のいずれか一項に記載の方法。
（付記７）
  画像セグメントを符号化する前に、前記セグメントを共通の代表的な輝度成分値に基づ
いて局所的な知覚空間内で表すステップ（Ｓ１０５；Ｓ２０５）をさらに含む、付記２～
６のいずれか一項に記載の方法。
（付記８）
  前記セグメントについて、局所的なＬＤＲ領域内の局所的な残差輝度成分を得るステッ
プであって、前記局所的な残差輝度成分は、元の画像の対応する輝度成分と前記セグメン
トの前記共通の代表的な輝度値との差に対応する、前記ステップを含む、付記７に記載の
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方法。
（付記９）
  前記セグメントについて、前記局所的な知覚空間内の少なくとも１つの対応する画像部
分を得るステップであって、前記少なくとも１つの画像部分は、前記セグメントの前記共
通の代表的な輝度値に従って正規化された前記セグメントの前記局所的な残差輝度成分ま
たは色成分に対応する、前記ステップをさらに含む、付記８に記載の方法。
（付記１０）
  前記レート歪みコストを評価するステップ（Ｓ１２０；Ｓ２２０）は、前記少なくとも
１つの画像部分の符号化に関連付けられたレートを評価するステップを含む、付記９に記
載の方法。
（付記１１）
  前記レート歪みコストを評価するステップ（Ｓ１２０；Ｓ２２０）は、ハイダイナミッ
クレンジの前記知覚空間内の前記符号化されたセグメントの再構築に関連付けられた歪み
を評価するステップを含む、付記１～１０のいずれか一項に記載の方法。
（付記１２）
  符号化パラメータセットｐについてのレート歪みコストＤHDRは、以下の式に基づいて
評価され、
  ＤHDR（ＣＵ，ｐ）＋λ（ＲLDR（ＣＵ，ｐ）＋Ｒ（Ｌlf，ｐ））
上式で、
・  ＲLDR（ＣＵ，ｐ）は、残差画像部分の符号化に関連付けられたレートであり、
  Ｒ（Ｌlf，ｐ）は、共通の代表的な輝度成分値の符号化に関連付けられたレートであり
、
  ＤHDR（ＣＵ，ｐ）は、ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の前記符号化された
セグメントの再構築に関連付けられた歪みであり、
  λは、ラグランジュパラメータである、付記１～１１のいずれか一項に記載の方法。
（付記１３）
  局所的な前記知覚空間内で再構築された残差画像部分のサンプルと、元のテクスチャの
サンプルと、前記画像の対応するサンプルとの間で仮想ロスレスリファインメントを実施
するステップ（Ｓ２１８）をさらに含む、付記１～１２のいずれか一項に記載の方法。
（付記１４）
  輝度成分および色差メトリックを有するハイダイナミックレンジの知覚空間内で定義さ
れるハイダイナミックレンジの画像の少なくとも一部を符号化するための符号化デバイス
であって、
  ローダイナミックレンジ（ＬＤＲ）画像に適用可能な符号化処理を使用して前記画像の
前記少なくとも一部のセグメントを符号化し、前記符号化処理において少なくとも１つの
符号化パラメータを適用するための符号化器（ＥＮＣ；ＥＮＣ１、ＥＮＣ２、ＥＮＣ３）
と、
  前記符号化されたセグメントをハイダイナミックレンジの前記知覚空間内で再構築する
ための再構築モジュール（ＲＥＣ）と、
  ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の前記符号化されたセグメントについてレー
ト歪みコストを決定するためのレート歪みモジュール（ＲＡＴＥ－ＤＩＳＴ）と、
  前記セグメントの前記符号化処理のための前記少なくとも１つの符号化パラメータを評
価された前記レート歪みコストに基づいて調整するための符号化器管理モジュール（ＥＮ
ＣＯＤＥＲ  ＣＯＮＴＲＯＬ；ＥＮＣ－ＣＴＲＬ）と、
  を備える、前記符号化デバイス。
（付記１５）
  輝度成分および色差メトリックを有する知覚空間内で定義されるハイダイナミックレン
ジの画像の少なくとも一部を表すビットストリームを復号するための方法であって、
  前記画像を符号化するために使用される少なくとも１つの符号化パラメータを表すコー
ド化データにアクセスするステップと、
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  ローダイナミックレンジ（ＬＤＲ）画像に適用可能な復号処理を使用して前記画像の前
記少なくとも一部のセグメントを、前記少なくとも１つの符号化パラメータにそれぞれ対
応する少なくとも１つの復号パラメータを適用することによって復号するステップと、を
含み、
  前記符号化パラメータは、ＬＤＲ画像に適用可能な符号化処理およびハイダイナミック
レンジの前記知覚空間内の前記セグメントの再構築によって、前記セグメントの符号化後
、前記セグメントについて評価されたレート歪みコストに基づいて事前に決定される、前
記方法。
（付記１６）
  輝度成分および色差メトリックを有する知覚空間内で定義されるハイダイナミックレン
ジの画像の少なくとも一部を表すビットストリームを復号するための復号デバイスであっ
て、
  前記画像を符号化するために使用される少なくとも１つの符号化パラメータを表すコー
ド化データにアクセスするインターフェース（Ｉ／Ｏ；５３０）と、
  ローダイナミックレンジ（ＬＤＲ）画像に適用可能な復号処理を使用して前記画像の前
記少なくとも一部のセグメントを、前記少なくとも１つの符号化パラメータにそれぞれ対
応する少なくとも１つの復号パラメータを適用することによって復号するための復号器（
ＤＥＣ；５０１、５０２；５２０）と、を備え、
  前記少なくとも１つの符号化パラメータは、ＬＤＲ画像に適用可能な符号化処理および
ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内の前記セグメントの再構築によって、前記セグ
メントの符号化後、前記セグメントについて評価されたレート歪みコストに基づいて事前
に決定される、前記復号デバイス。
（付記１７）
  輝度成分および色差メトリックを有する知覚空間内で定義されるハイダイナミックレン
ジの画像の少なくとも一部を表すビットストリームと、
  前記画像を符号化するために使用される少なくとも１つの符号化パラメータを表すコー
ド化データと、を備え、前記少なくとも１つの符号化パラメータは、前記画像の符号化さ
れたセグメントについて評価されたレート歪みコストに基づいて事前に決定され、前記符
号化されたセグメントは、ＬＤＲ画像に適用可能な符号化処理によって符号化されており
、ハイダイナミックレンジの前記知覚空間内で再構築されている、データストリーム。
（付記１８）
  プログラマブル装置のためのコンピュータプログラム製品であって、前記プログラマブ
ル装置内にロードされ、前記プログラマブル装置によって実行されたとき、請求項１～１
３または１５のいずれか一項に記載の方法を実装するための命令のシーケンスを含む、前
記コンピュータプログラム製品。
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